
 

 

「キャンパスマスタープラン2025」によせて 

 

 富山大学は、平成17年の再編・統合以来、

教育・研究・社会貢献の三位一体の発展を通

じて、地域とともに歩む総合国立大学として

着実に歩みを重ねてきました。現在では、9

学部及び附属病院・研究所等を擁し、9,300

名余の学生と2,500名余の教職員が集う、北

陸・日本海側を代表する知の拠点となってい

ます。 

 

 今日、社会はSDGsの達成、カーボン

ニュートラル、デジタル変革、人生100年時

代、人口減少といった大きな変化の渦中にあ

り、大学にはこれまで以上に、持続可能な未

来社会の構築に貢献する役割が求められてい

ます。その中で重要となるのは、多様な知を

結集し、新しい価値を創造する「場」として

の大学の機能であり、その基盤となるのが、

教育・研究・交流の舞台である「キャンパ

ス」です。 

 

 キャンパスは、多様な知と人材が集い、学

びと研究、社会との交流が重なり合う大学の

基盤空間です。そのあり方は、教育研究活動

の質のみならず、地域や社会との関係性にも

大きな影響を与えます。社会の変化に柔軟に

対応し、新たな価値創造を促すため、キャン

パスの機能と環境を戦略的に整備していくこ

とが重要です。 

 

 富山大学では、全学必修のデータサイエン

ス教育、アクティブラーニングの推進、英語

教育の充実をはじめとする教育改革を進める

とともに、軽金属材料研究、創薬・未病研

究、カーボンニュートラル、文化財保護、脳

神経科学など、地域と世界の課題解決に資す

る先端的研究を展開してきました。こうした

教育研究活動をさらに発展させるためには、

分野や組織の垣根を越えた連携と共創を促す

キャンパス環境の整備が不可欠です。 

 

 このたび策定する「富山大学キャンパスマ

スタープラン2025」は、本学の理念と中長期

ビジョンのもと、安全・安心で快適な教育研

究環境の実現、デジタル社会に対応した学

修・研究空間の高度化、脱炭素社会に貢献す

るサステナブルキャンパスの構築、老朽化施

設の改修、さらには地域・社会に開かれた共

創拠点としてのキャンパス形成を柱として、 

 

 

将来にわたる施設整備とキャンパスデザイン

の指針を示すものです。 

 

 本学が立地する富山県は、豊かな自然環

境、歴史と文化、そして卓越した産業基盤を

有する、日本でも稀有な地域です。富山大学

は、こうした地域資源と強く結びつきなが

ら、人材育成とイノベーション創出の中核拠

点として、地域の持続的発展に貢献するとと

もに、世界に開かれた大学として新たな価値

を発信していく責務を担っています。 

  

 こうした使命を果たすためには、大学と地

域社会が日常的に関わり合い、相互に学び合

う基盤として、市民にも開かれたキャンパス

の存在が重要となります。教育・研究・交流

が重なり合う空間を整備することで、学生・

教職員だけでなく、地域住民や自治体、企業

など、多くの人々が対話と協働を進め、新た

な価値創出につなげていくことが可能となり

ます。 

 

 本マスタープランの実現を通じて、富山大

学のキャンパスが、学生・教職員はもとよ

り、地域住民や産業界、国内外の研究者が集

い、学び、語らい、新たな挑戦が生まれる

「知の交流拠点」となることを願っていま

す。 

 

 今後とも、関係の皆様のご理解とご支援を

賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

令和8年3月 

 

国立大学法人富山大学長 

齋藤 滋 

Foreword 巻頭言 
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